








 

研究目的 

本研究の目的は現在すでに日常的に繁用されている超音波の胎児に対する安全

性を検討し,ひいてはその安全基準を設定することにある。強力な超音波照射に

よって生体組織に何らかの物理的,化学的作用が葱起され得ることはすでに知

られた事実であるが,現用診断用超音波のような弱い超音波では何ら障害がお

こり得ないであろうと考えられてきたことも事実である。そこで本研究では増

殖力が高く,物理的刺載に感受性が高いと考えられる胎児組織に障害をおこし

得る超音波の強度レベル,すなわち閾値を見出すことに重点が置かれた。 


